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亥年は選挙が多い年ともいわれ

ています。

４月には統一地方選挙、７月に

は第25回参議院選挙が行われ、憲

法発議と国民投票をめぐる正念場

となっています。

４月の統一地方選挙は生活に身

近な問題が左右される大変重要な

選挙です。大阪都構想の復活を目

論む大阪維新の会は同じ会派の公

明党の同意が得られない事を理由

に大阪府知事と大阪市長を辞職し

て、統一地方選挙と同日に知事・

市長選挙を行うと言っています。

近年、支持率が低下していた大

阪維新の会は２０２５年の大阪万

博誘致成功を自分たちの功績であ

ると宣伝し、一気に躍進しようと

目論んでいます。今選挙で歯止め

をかけないと大阪都構想、カジノ

誘致さえも推し進められてしまう

大事な局面であることは間違いあ

りません。

一方、国政では安倍首相が所信

表明演説で憲法改悪について「憲

法審査会で政党が具体的な改悪案

を示すことで、国民の理解を深め

る努力を重ねていく」と述べ、自

民党案をもとにした今国会での改

憲論議とその発議に強い執念を見

せました。改憲に反対する人びと

の関心は「９条への自衛隊明記」

に集まっています。実際、９条が

改悪されれば、集団的自衛権を際

限なく認めることになりかねない

危険な憲法改悪となります。安倍

首相はそればかりを口にしてきた

ので、良し悪しを含めて世論の注

目を集めています。

ところが、大災害や外国武力攻

撃などの「緊急事態」を名目に内

閣に強大な権力を付与するものと

して激しい非難を巻き起こした

「緊急事態条項創設」については、

大きな話題が無く、動向に注意が

必要です。

また、外国人労働者の受け入れ

拡大に向けた出入国管理・難民認

定法（入管法）改悪は、深刻な人

手不足の即戦力となる優秀な外国

人材に活躍してもらうという口実

ですが、中身の議論が十分にされ

ておらず外国人労働者を低賃金で

働かせる「奴隷労働の拡大」であ

り、末は我々の賃金水準も下がる

可能性があります。

その他にも、原発再稼働問題や

国民生活の格差問題など、安倍政

権の暴走は止まりません。

２０１６年、共産党が当時の民

主党・社民党・自由党に共闘を呼

びかけスタートした野党共闘です

が、なかなか「本当の野党共闘」

にはなっていません。各党任せで

は、まとまることができずに自公

政権の一強体制を崩すどころか、

権力者と庶民の格差は広がり、本

当に民主主義は崩壊してしまいま

す。

労働組合や地域・市民団体が連

携して各、諸会議や支持政党、支

持候補にしっかりと意見を言い、

野党をまとめていく事が必要になっ

てきています。

安倍政権の暴走を止めるため、

また大阪維新の会の大阪つぶしに

終止符を打つためには、推薦する

すべての議員の当選を勝ち取る事

が重要です。

そのためには、主権者としての

意思を政治に反映させる機会であ

ると捉え、組合員の積極的な行動

が必要です。

（執行部 小林勝彦）
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１月18日、エルおおさかにて「第

10期沖縄意見広告運動」のスタート

集会を、山城博治さんを迎えて行い

ました。「普天間即時閉鎖」「辺野

古新基地建設やめろ」「海兵隊いら

ない」との想いから、沖縄意見広告

運動は2010年３月に発起され、国内

外の新聞各社への意見広告掲載を中

心に様々な活動を行なっています。

辺野古移設基地建設埋め立て廃止！

を胸に全国に広くアピールすること

を目的に大阪を出発し、19日にキャ

ラバン隊は沖縄名護市辺野古に入り、

浜のテントで安次富共同代表から辺

野古の現状報告を受けました。その

後２０１６年４月、当時20歳の結婚

直前の女性が、米兵により乱暴をさ

れ殺害、遺棄された恩納村安富祖の

現場に行き、手を合わせて来ました。

その後、辺野古の海に土砂投入のた

めに作業している名護市安和区の琉

球セメントの桟橋を見学・確認しま

したが、この日は作業は行われれて

いませんでした。しかし、移動中に

キャンプシュワブ米軍基地ゲート前

に並ぶ民間警備員の姿を目の当たり

にした時は、異様な光景に思いまし

た。

20日、大浦湾の自然の美しさを感

じとりながら、辺野古の埋め立て現

場に目を移せば、昨年12月の土砂投

入以来、現在の区域は開始１カ月で

２割程度にあたる約６.３ヘクター

ル（１ヘクタール＝10,000平米）が

埋め立てられ、このまま進めば４月

中には完成する見通しで、次に政府

が土砂を投入する予定区域は、もう

現在護岸の補修・点検作業中で、３

月には土砂投入を始める可能性が危

惧されます。政府は基地移設工事全

体で、約１６０ヘクタールを埋め立

てる計画で、両区域で投入を完成さ

せれば、計画の４分の１を埋め立て

る事になります。県側は即刻工事中

止を求める姿勢を崩していませんが、

埋め立ては着々と進み双方の溝は深

まる一方です。

大浦湾の美しい海でグラスボート

に乗り、希少なサンゴの生息や熱帯

魚など生態系を見ました。代表的な

青サンゴ群落やミドリイシ・巨大コ

ブハマサンゴなど毎年のように新種

が発表される大浦湾では、これまで

に５千種以上の生き物が確認されて

います。まさにここは生物多様性の

ホットスポットで世界遺産にも匹敵

するのです。このサンゴと生き物た

ちはこの大浦湾でしか生息できない

大切な命で、他の場所では生きてい

けない貴重な宝でもあります。土砂

を投入されることは、二度と戻らな

い自然豊かな地球の財産を滅ぼすこ

とだ知りました。

普天間基地を抱えオスプレイが飛

び交う宜野湾市で、県民投票の実施

を求めて、元山仁士郎さんがハンガー

ストライキ行動に入り、急遽キャラ

バン隊も激励に向かいました。元山

さんはドクターストップで入院し、

20日の日曜日に会えませんでしたが、

現地でしっかりと若いメンバーが元

山さんの活動を守り続けていること

に感心しました。その後、高江の現

場も視察して来ました。

21日は早朝に辺野古のテント２で

船舶に乗船する人、カヌー隊が集ま

るミーティングに参加し、後にゲー

ト前での抗議行動に参加しました。

新基地建設断念まで１６６０日（当

日）になる中、ゲート前で団結し、

新基地建設反対の座り込みをおこな

う有志の言葉を胸に阻止行動に参加

しました。その後、嘉手納基地や普

天間基地見学（嘉数の高台）し、対

馬丸記念館では映像や資料で学びま

した。

22日の最終日は沖縄県南部の沖縄

平和祈念公園・喜屋武岬・ひめゆり

の塔を周り駆け足ではありましたが、

全日程を無事に終えました。歴史を

学ぶ貴重な体験ができ、ここで見た

ことは事実であり、沖縄の声と真実

をこれからのキャラバン行動で全国

へ伝え広めて行きます。県民投票の

結果がどのようになっても、すでに

県知事選挙で沖縄の民意は示されて

います。

沖縄の過重な基地負担を減らす名

目の下、新規に基地を建設するとい

う理不尽を、政権は県民の民意を無

視して力ずくで推進おり、許すこと

はできません。安心して平和に暮ら

したいと願う沖縄県民の声を全国に

広げましょう。

（執行部 南野一樹）


